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＜連絡事項＞
・電子カルテ顔写真取り込みについて
患者様誤認防止のため電子カルテ上に顔写真を今後取り込みしていきます。
①庶務よりデジカメを借りる
②入院後病棟で顔写真を撮影
③撮影後デジカメ内のSDカードを２階コメ室共有パソコン（栄養デスク後ろ）でデータをパソコンへ移動
④デジカメ返却
⑤データ移行後医事へ連絡
上記流れで行います。上記業務は主として介護スタッフ又は雑務員で対応お願いします。

＜入室状況＞
【入院】
・苅谷　江利子様～東病棟Cユニット6号室へ医療保護入院

【退院】
・杉山　舞様

・川井　裕子様

【転出】
・戸賀沢　利弥様～東病棟Cユニット➝南病棟Aユニット

【転入】
・和田　昌様～西病棟Bユニット➝東病棟Cユニット

＜患者様連絡事項＞
・和田　昌様～エビリファイ持続性水懸筋注用３００ｍｇ　1A
・藤井　理代様～ゼプリオン水懸筋注７５mg　1A
・田村　満州男様～南病棟転出許可有り。
・田村　勝一様～南病棟転出許可有り。
・大南　公一様～南病棟転出許可有り。
・北村　定美様～南病棟転出許可有り。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放後に他室侵入あり、安静保持できず、早めの開放終了となる。自室で奇異行為あるが、不潔行為、奇異行為目立たず経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。各食2/3摂取。昼食時興奮強く12：10ロキソプロフェンNa（60）1T、レキソタン（5）1T内服。操作的な言動みられるがしばらくして落ち着いた様子となり、ベッドで読書をして過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・磯嶋　茜様～身体拘束中。拘束一部解除時不穏なく自力で2/3～全量摂取でき、主治医指示にて本日分点滴中止。再拘束、服薬も拒否なく応じることができている。バイタルサイン著変なく、拘束部位の循環障害なく経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜金Dr.診察＞
・田村　勝一様～処方同内容にて継続。本日主治医面談実施。

・田村　満州男様～処方同内容にて継続。

・東野　愛様～処方同内容にて継続。




＜入院患者様情報＞
日　　時：令和6年4月1日　13：30
　氏　　名：苅谷　江利子（かりや　えりこ）様
　生年月日：昭和26年3月8日(73歳)
　病　　名：前頭側頭型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr　サポート医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟
　
　＜経過＞
　　R6.3.25に過量服薬（ブロチゾラム40～50錠）にて八戸市立市民病院救命科に
　入院。既に前頭側頭型認知症の診断も受けてはいるが、今回の過量服薬は意図的に
　やった、と話しており、現在も希死念慮は残存している。長男嫁様の話では5年前に
　転倒し、これまで何度が手術したが、歩行が出来ない為死にたくなったようだと。
　つい数日前に長男様が見舞いに行った際は「足を治したい。歩きたい。」と話して
　いたとの事。南部町の自宅で知的障害を有する兄様と2人暮らしで、長男夫婦が定期
　的に訪問し見守りをしていた。記憶はまずまず保たれているようで家族の事は一時
　的に忘れる事はあるが、会話していくうちに思い出す事が出来ている。自宅退院して
　も本人の支援を行える家族がおらず、長男夫婦からも同居することはできない、と言
　われていることから、精神科治療の継続と環境調整（施設入所の方向で）のため、当
　院への転入院となる。


